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市第76号議案 

   横浜市奨学条例の一部改正 

 横浜市奨学条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

   平成22年12月３日提出 

                 横浜市長 林   文 子 

横浜市条例（番号） 

   横浜市奨学条例の一部を改正する条例 

 横浜市奨学条例（昭和28年４月横浜市条例第14号）の一部を次の

ように改正する。 

 目次中「・第１条の２」を削り、「第３章 入学資金（第12条― 

第４章 雑則（第18条） 

第17条） を「第３章 雑則（第12条）」に改める。 

    」 

第１条中「、学資」を「奨学金」に改め、「、又は貸与し」を削

る。 

第１条の２を削る。 

第２条中「学資の支弁」を「経済的理由により修学」に改める。 

第３条第１項中「10,000円」を「 5,000 円」に改める。 

第４条を次のように改める。 

（支給期間） 

第４条 奨学金は、奨学生が在学する高等学校における修業年限に

限り、支給する。ただし、修業年限が４年を超える場合は、その

超える部分については、奨学金を支給しない。 

第５条第３項中「保証人又は」を削る。 

第７条中「保証人又は」を削り、同条第２号中「保証人若しくは
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」を削る。 

第３章を削る。 

第４章中第18条を第12条とし、同章を第３章とする。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成23年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前にこの条例

による改正前の横浜市奨学条例（以下「旧条例」という。）の規

定により入学資金の貸与を受けることとなった者に係る入学資金

の返還、返還の免除又は猶予及び貸与の取消しについては、なお

従前の例による。 

３ この条例による改正後の横浜市奨学条例（以下「新条例」とい

う。）第３条第１項の規定は、施行日以後に奨学金の支給を受け

る生徒として決定される者に係る奨学金の支給について適用し、

施行日前に奨学金の支給を受ける生徒として決定された者に係る

奨学金の支給については、なお従前の例による。 

４ 前項に定めるもののほか、旧条例の規定により支給された奨学

金（同項の規定により支給される奨学金を含む。）は、新条例の

規定により支給された奨学金とみなして、新条例第７条から第12

条までの規定を適用する。 

 

   提 案 理 由 

 入学資金の貸与を廃止するとともに、奨学金の額を改定する等の

ため、横浜市奨学条例の一部を改正したいので提案する。 
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 参  考  

   横 浜 市 奨 学 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                    (下 段  現  行) 
目 次 

                  
 第 １ 章  総 則 （ 第 １ 条       ）  
           ・ 第 １ 条 の ２ 

   （ 第 ２ 章 省 略 ） 

                  
第 ３ 章  入 学 資 金 （ 第 12 条 ― 第 17 条 ） 

 第 ３ 章    （ 第 12 条 ） 
雑 則       

 第 ４ 章    （ 第 18 条 ） 

（ 附 則 省 略 ） 

（ 目 的 ） 

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 教 育 の 機 会 均 等 を 得 さ せ る た め 、 経 済 的 理 由

に よ り 高 等 学 校 （ 中 等 教 育 学 校 の 後 期 課 程 及 び 特 別 支 援 学 校 の 高

等 部 を 含 む 。 以 下 同 じ 。） の 修 学 困 難 な 者 に 対 し 、 毎 年 度 予 算 の 

         奨 学 金            
定 め る と こ ろ に よ り    を 支 給 し       、 有 用 な 人 物 を 
         、 学 資     、 又 は 貸 与 し 

育 成 す る こ と を 目 的 と す る 。 

         
（ 学 資 の 種 類 ） 

                               
第 １ 条 の ２  こ の 条 例 に よ り 支 給 し 、 又 は 貸 与 す る 学 資 の 種 類 は 、 

              
奨 学 金 及 び 入 学 資 金 と す る 。 

 （ 奨 学 生 の 資 格 ） 

第 ２ 条  こ の 条 例 に よ り 奨 学 金 を 支 給 す る 生 徒 （ 以 下 「 奨 学 生 」 と

い う 。） は 、 保 護 者 が 横 浜 市 内 に 居 住 す る 者 で 高 等 学 校 に 在 学 し 

              経 済 的 理 由 に よ り 修 学 
、 品 行 方 正 、 学 業 成 績 優 秀 で           が 困 難 と 認 め 
             学 資 の 支 弁 

ら れ る も の で な け れ ば な ら な い 。 

 （ 奨 学 金 の 額 ） 

                  5,000 円  
第 ３ 条  奨 学 金 は 、 １ 人 に つ い て 月 額     以 内 と す る 。 
                 10,000 円  
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   （ 第 ２ 項 省 略 ） 

 （ 支 給 期 間 ） 

    奨 学 金 は 、 奨 学 生 が 在 学 す る 高 等 学 校 に お け る 修 業 年 限 に 
第 ４ 条   
    奨 学 金 を 支 給 す る 期 間 は 、 そ の 学 校 に お け る 正 規 の 修 業 期 

限 り 、 支 給 す る 。 た だ し 、 修 業 年 限 が ４ 年 を 超 え る 場 合 は 、 そ の 
 間 と す る 。 

 超 え る 部 分 に つ い て は 、 奨 学 金 を 支 給 し な い 。 
 

 （ 願 出 手 続 ） 

第 ５ 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

                            
３  第 １ 項 に 規 定 す る 奨 学 生 願 書 に は 、 本 人 及 び      保 護 者 
                      保 証 人 又 は 

 が 連 署 し な け れ ば な ら な い 。 

 （ 異 動 の 届 出 ） 

                         
第 ７ 条  奨 学 生 は 、 次 に 掲 げ る 場 合 に は 、      保 護 者 連 署 の 
                   保 証 人 又 は 

 上 、 当 該 学 校 長 を 経 て 、 教 育 委 員 会 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

               
(2)  本 人 又 は        保 護 者 の 氏 名 、 住 所 そ の 他 重 要 な 事 
      保 証 人 若 し く は 

 項 に 異 動 が あ っ た と き 。 

            
第 ３ 章  入 学 資 金 

      
（ 貸 与 ） 

                               
第 12 条  教 育 委 員 会 は 、 保 護 者 が 横 浜 市 内 に 居 住 す る 者 で 高 等 学 校 

                               
に 入 学 （ 中 等 教 育 学 校 の 後 期 課 程 へ の 進 級 を 含 む 。 以 下 同 じ 。）  

                              
を 許 可 さ れ 、 又 は 入 学 金 等 の 納 入 を 条 件 と し て 許 可 さ れ る 見 込 み 

                              
の も の で あ っ て 、 か つ 、 そ の 高 等 学 校 入 学 に 伴 う 諸 経 費 の 支 弁 が 

                              
困 難 な も の に 対 し 、 毎 年 度 予 算 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 入 学 資 金 

             
を 貸 与 す る こ と が で き る 。 

       
（ 貸 与 金 額 ） 

                               
第 13 条  入 学 資 金 の 額 は 、 １ 人 70,000 円 以 内 と し 、 貸 与 を 受 け よ う 
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と す る 者 の 実 情 に 応 じ て 、 教 育 委 員 会 が 定 め る 。 

         
（ 貸 与 の 時 期 ） 

                               
第 14 条  入 学 資 金 貸 与 の 時 期 は 、 毎 年 ３ 月 と す る 。 た だ し 、 教 育 委 

                           
員 会 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

     
（ 返 還 ） 

                               
第 15 条  入 学 資 金 は 、 無 利 子 と し 、 貸 与 を 受 け た 者 の 申 請 に 基 づ き 

                               
、 貸 与 を 受 け た 月 の 翌 月 か ら 起 算 し て ３ 年 以 内 の １ 回 払 又 は ６ 年 

                             
以 内 の 年 賦 均 等 払 の い ず れ か に よ り 返 還 し な け れ ば な ら な い 。 

              
 （ 返 還 免 除 及 び 返 還 猶 予 ） 

                               
第 16 条  教 育 委 員 会 は 、 入 学 資 金 の 貸 与 を 受 け た 者 が 災 害 、 疾 病 そ 

                               
の 他 や む を 得 な い 事 由 に よ り 返 還 が 著 し く 困 難 に な っ た と 認 め た 

                               
場 合 に は 、 入 学 資 金 の 一 部 又 は 全 部 の 返 還 を 免 除 し 、 又 は 必 要 な 

                 
期 間 返 還 を 猶 予 す る こ と が で き る 。 

         
 （ 貸 与 の 取 消 ） 

                               
第 17 条  教 育 委 員 会 は 、 入 学 資 金 の 貸 与 を 受 け た 者 が 次 の 各 号 の 一 

                              
に 該 当 す る と 認 め る 場 合 に は 、 そ の 入 学 資 金 の 貸 与 を 取 り 消 す こ 

       
と が で き る 。 

                               
(1)  偽 り そ の 他 不 正 な 手 段 に よ り 、 入 学 資 金 貸 与 の 決 定 を 受 け 、 

                   
ま た は 入 学 資 金 の 交 付 を 受 け た と き 。 

                           
(2)  入 学 資 金 を 貸 与 の 目 的 以 外 の 目 的 に 使 用 し た と き 。 

                          
(3)  正 当 な 理 由 な く 休 学 、 転 学 ま た は 退 学 し た と き 。 

                       
(4)  学 業 成 績 ま た は 操 行 が 著 し く 不 良 な と き 。 

                  
(5)  入 学 資 金 の 返 還 を 怠 っ た と き 。 

                               
(6)  前 各 号 の ほ か 、 入 学 資 金 貸 与 の 目 的 が 失 わ れ た と 認 め ら れ る 

     
と き 。 
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２  前 項 の 規 定 に よ り 、 入 学 資 金 の 貸 与 が 取 り 消 さ れ た 場 合 に お い 

                              
て は 、 入 学 資 金 の 貸 与 を 受 け た 者 は 、 未 返 還 額 を 直 ち に 返 還 し な 

         
け れ ば な ら な い 。 

 第 ３ 章 
     雑 則 

   第 ４ 章 

（ 委 任 ） 

第 12 条 
    （ 本 文 省 略 ） 
第 18 条 


